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養
護
学
校
な
ど
の
実
践
を
発
表
す
る
。

　

北
海
道
に
は
15
の
都
府
県
が
す
っ

ぽ
り
と
収
ま
る
ほ
ど
広
い
、
と
い
う

新
聞
広
告
を
見
た
こ
と
が
あ
る
が
、

広
さ
ゆ
え
に
札
幌
市
と
道
南
函
館
、

道
東
釧
路
の
抱
え
る
問
題
は
当
然
違

っ
て
く
る
。
ア
イ
ヌ
の
歴
史
や
文

化
・
人
権
、
地
域
学
習 

「
○
○
学
」、 

金
融
教
育
、 

北
海
道
の
食
、
学
校
図

書
館
と
Ｎ
Ｉ
Ｅ
、
探
求
学
習
の
取
り

組
み
、
小
規
模
校
に
よ
る
地
域
を
巻

き
込
ん
だ
学
校
ぐ
る
み
の
実
践
、
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
時
代
に
お
け
る
Ｎ

Ｉ
Ｅ
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
、
新
聞
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
の
活
用
、
日
本
遺
産
「
炭
鉄
港
」

な
ど
、
分
科
会
の
テ
ー
マ
は
多
彩
だ
。

コ
ロ
ナ
禍
で
制
限
を
受
け
な
が
ら
、

昨
年
の
臨
時
休
校
・
分
散
登
校
・
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
な
ど
を
経
験
し
て
前

進
し
て
き
た
授
業
実
践
の
成
果
と
課

題
を
検
証
、
共
有
し
た
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況

を
考
慮
し
、
会
場
に
参
加
者
を
集
め

ず
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
の
み
に
変

更
し
て
実
施
す
る
。
全
国
の
実
践

者
・
新
聞
関
係
者
と
直
接
顔
を
合
わ

せ
ら
れ
な
い
寂
し
さ
は
あ
る
が
、
北

海
道
か
ら
の
提
言
に
意
見
を
寄
せ
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　

２
０
２
０
年
か
ら
順
次
実
施
さ
れ
て
い
る
新
し
い
学
習
指
導
要
領
は
、「
社

会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」
の
実
現
を
掲
げ
て
い
る
。
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環

境
が
激
し
く
変
化
す
る
中
、
教
育
を
通
じ
て
よ
り
よ
い
社
会
を
つ
く
る
と
い
う

目
標
を
学
校
と
社
会
が
共
有
し
、
連
携
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

今
号
で
は
推
進
協
議
会
と
先
生
方
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
の
考
察
と
と
も

に
Ｎ
Ｉ
Ｅ
実
践
報
告
を
寄
せ
て
い
た
だ
い
た
。

的
で
深
い
学
び
と
Ｎ
Ｉ
Ｅ
の
親
和
性

が
高
い
こ
と
は
、
数
々
の
実
践
が
物

語
っ
て
い
る
。

　

予
測
が
困
難
で
人
工
知
能
（
Ａ

Ｉ
）
が
飛
躍
的
に
進
化
す
る
時
代
で

あ
る
。
そ
の
中
で
、
持
続
可
能
な
社

会
の
担
い
手
と
し
て
、
変
化
に
積
極

的
に
向
き
合
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報

の
価
値
を
見
極
め
る
力
を
育
て
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
世
界
を
如

実
に
示
し
た
。
一
方
で
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
の
達

成
に
向
け
て
地
球
的
課
題
の
視
点
を

持
つ
こ
と
の
重
要
性
に
も
気
づ
か
せ

て
く
れ
た
。
情
報
を
入
手
す
る
手
段

も
多
様
化
す
る
中
で
、
新
聞
・
テ
レ

ビ
・
雑
誌
・
書
籍
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
・
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な

ど
の
長
所
や
短
所
を
整
理
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
情
報
源
の
信
頼
性

や
情
報
の
真
偽
や
意
図
を
見
極
め
、

適
切
に
選
び
取
る
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ

シ
ー
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
、
情
報
の

信
頼
性
や
一
覧
性
、
携
帯
性
、
保
存

性
な
ど
の
面
で
「
新
聞
」
と
い
う
メ

デ
ィ
ア
が
持
つ
優
位
性
や
良
さ
を
再

認
識
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

多
彩
な
分
科
会

　

当
日
の
全
体
会
は
、
ノ
ン
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
作
家
の
梯
久
美
子
さ
ん
が

「
歴
史
と
出
会
う
～
新
聞
と
い
う
回

路
～
」
と
題
し
て
基
調
講
演
を
行
う
。

続
く
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
元
プ
ロ
野
球
選
手
の
田
中
賢
介

さ
ん
を
始
め
、
道
内
在
住
の
ア
ス
パ

ラ
農
家
、
漁
師
、
高
校
図
書
局
員
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
が
、
家
庭
・

学
校
・
地
域
と
い
う
立
場
か
ら
議
論

を
深
め
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
迫
る
。

　

全
体
会
の
終
了
後
、
オ
ン
デ
マ
ン

ド
配
信
す
る
分
科
会
で
は
、
小
・

中
・
高
校
や
特
別
支
援
学
級
、
高
等

　

第
26
回
Ｎ
Ｉ
Ｅ
全
国
大
会
札
幌
大

会
は
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
新
し
い
学
び

を
創
る
Ｎ
Ｉ
Ｅ
」
を
掲
げ
て
8
月
16

日
、
札
幌
市
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
ラ
イ
ブ
配
信
す
る
。

新
聞
の
長
所
を
再
認
識

　

学
習
指
導
要
領
は
、
学
校
・
家

庭
・
地
域
で
幅
広
く
共
有
し
活
用
で

き
る
「
学
び
の
地
図
」
と
し
て
の
役

割
を
果
た
す
。
今
回
の
学
習
指
導
要

領
に
は
、
教
材
や
教
育
環
境
の
充
実

の
中
で
「
新
聞
」
な
ど
を
一
層
活
用

す
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
。
学
習
指

導
要
領
が
重
視
す
る
主
体
的
・
対
話

北海道NIE推進協議会
会長

菊池　安吉
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地
域
を
つ
な
ぐ
Ｎ
Ｉ
Ｅ

特集
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香川大学教育学部
准教授（元広島大学
附属三原小学校教諭）

神野　幸隆

　

広
島
大
学
附
属
三
原
小
学
校
で
の

実
践
を
紹
介
す
る
。
４
年
社
会
科

「
わ
た
し
た
ち
の
県
」
で
は
、
伝
統

文
化
や
地
場
産
業
、
自
然
環
境
の
保

護
な
ど
に
取
り
組
む
特
色
あ
る
地
域

を
取
り
上
げ
る
。
し
か
し
、
掲
載
地

以
外
に
つ
い
て
は
知
る
機
会
が
な
い
。

そ
こ
で
、
１
か
月
間
、
県
内
記
事
を

切
り
抜
き
、
読
解
す
る
活
動
を
行
え

ば
、
各
地
の
特
色
や
イ
メ
ー
ジ
の
形

成
に
つ
な
が
る
と
考
え
た
。

見
出
し
と
写
真
で
分
類

　

そ
れ
ぞ
れ
の
児
童
が
記
事
か
ら
得

た
担
当
地
域
の
特
色
を
報
告
す
る
よ

う
に
さ
せ
た
。
こ
れ
に
よ
り
責
任
感

が
生
ま
れ
、
主
体
的
に
記
事
を
読
み

込
む
こ
と
が
で
き
た
。

　

日
頃
か
ら
段
落
の
要
点
を
探
し
出

す
こ
と
を
繰
り
返
し
学
習
し
た
り
、

分
類
の
理
由
を
考
え
た
り
す
る
学
習

【
福
山
市
・
府
中
市
】
①
演
奏
会
、

祭
り
、
美
術
、
伝
統
②
伝
統
行
事
が

多
い
。
高
齢
者
や
障
害
者
で
も
楽
し

め
る
こ
と
が
で
き
る
街
づ
く
り

関
心
喚
起
に
効
果
発
揮

　

Ｎ
Ｉ
Ｅ
実
践
の
時
期
が
秋
の
収
穫

や
観
光
シ
ー
ズ
ン
と
重
な
っ
た
こ
と

で
、
地
域
の
特
色
を
把
握
し
や
す
か

っ
た
点
は
良
か
っ
た
。
学
校
に
届
く

　

本
実
践
の
生
徒
の
振
り
返
り
で
は
、

「
妙
高
市
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま

な
と
こ
ろ
で
少
子
高
齢
化
や
人
口
減

少
が
進
ん
で
い
る
と
新
聞
記
事
を
探

し
て
い
て
思
っ
た
。
地
域
に
よ
っ
て

特
産
品
や
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
は
違

う
け
れ
ど
、
妙
高
市
に
生
か
せ
る
や

り
方
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
」
と
い
う

記
述
が
見
ら
れ
た
。
生
徒
は
、
記
事

観
光
客
を
集
め
て
い
る

【
庄
原
市
・
神
石
高
原
町
】
①
公
共

機
関
、
安
全
②
自
然
が
豊
か
。
比
婆

牛
が
ブ
ラ
ン
ド
牛
。
高
齢
者
に
配
慮

し
た
街
づ
く
り

【
安
芸
高
田
市
・
安
芸
太
田
町
】
①

神
楽
、
お
祭
り
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
②

祭
り
や
色
々
な
大
会
で
町
を
盛
り
上

げ
て
い
る
。
元
気
で
楽
し
い
イ
メ
ー

ジ
が
す
る

を
行
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
読
み

取
り
開
始
と
同
時
に
見
出
し
と
写
真

に
着
目
し
、
大
ま
か
な
分
類
を
す
る

班
が
見
受
け
ら
れ
た
。
以
下
は
各
班

の
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
の
記
述
で
あ
る
。

（
①
多
か
っ
た
記
事
②
イ
メ
ー
ジ
し

た
こ
と
）

【
し
ま
な
み
海
道
・
尾
道
市
か
ら
島

嶼し
ょ

部
】
①
行
事
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
②

観
光
客
が
来
る
よ
う
に
行
事
を
た
く

さ
ん
開
い
て
い
る
。
自
転
車
道
路
を

整
備
し
て
人
気
を
集
め
て
い
る

【
三
次
市
・
世
羅
町
】
①
自
主
防

災
、
特
産
品
（
食
べ
物
）、
花
、
子

供
、
風
景
、
演
奏
会
、
歌
②
農
園
が

多
い
だ
ろ
う
。
ワ
イ
ン
、
博
物
館
に

　

新
聞
か
ら
地
域
を
学
ぶ
、
新
聞
が

地
域
と
生
徒
を
結
び
付
け
る
。
新
聞

活
用
は
、
地
域
学
習
の
可
能
性
を
広

げ
る
大
き
な
材
料
に
な
る
。
前
任
校

で
の
実
践
を
紹
介
す
る
。

記
事
活
用
し
て
深
く
学
ぶ

　

社
会
科
の
実
践
で
は
、
公
民
的
分

野｢

地
方
自
治｣

の
単
元
で
新
聞
記

事
を
使
い
、
生
徒
は
次
の
よ
う
な
手

順
で
地
域
に
つ
い
て
深
く
考
え
た
。

①
地
元
の
課
題
（
人
口
減
少
・
過
疎

化
）
を
考
え
る

②
地
域
活
性
化
の
事
例
を
新
聞
記
事

か
ら
収
集
す
る
（
情
報
収
集
）

③
地
域
活
性
化
の
複
数
の
記
事
を
比

較
し
、
地
元
に
生
か
せ
る
取
り
組
み

を
選
ぶ
（
情
報
比
較
・
情
報
選
択
）

④
選
択
し
た
地
域
活
性
化
の
取
り
組

み
を
分
析
し
、
地
元
に
生
か
せ
る
ポ

イ
ン
ト
を
考
え
る
（
情
報
分
析
・
情

報
活
用
）

⑤
分
析
結
果
を
も
と
に
地
元
の
活
性

化
プ
ラ
ン
を
考
え
て
提
案
・
共
有
す

る
（
情
報
共
有
）

妙高市立
新井中学校　教諭

丸山　信昭

地
元
紙
の
地
域
面
に
は
当
該
地
域
の

詳
細
が
載
る
が
、
別
地
域
の
記
事
が

少
な
か
っ
た
。
別
エ
リ
ア
の
版
も
入

手
し
、
理
解
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

ま
た
、
白
地
図
を
教
室
に
掲
示
し
、

該
当
す
る
場
所
と
記
事
を
対
応
し
て

貼
れ
ば
、
詳
細
な
位
置
も
理
解
で
き

る
。
身
近
な
地
域
へ
の
関
心
を
高
め

る
た
め
に
、
新
聞
記
事
が
効
果
を
発

揮
し
た
実
践
と
な
っ
た
。
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新
聞
記
事
で
県
内
の
特
色
を
把
握

新
聞
は
地
域
と
生
徒
の
橋
渡
し

見出しや写真に着目し分類

地域活性化プランを提案
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

と
い
う
未
曽
有
の
危
機
に
、
最
前
線

で
働
く
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

が
大
変
苦
労
し
て
い
る
こ
と
を
新
聞

で
知
っ
た
。
全
国
一
斉
の
臨
時
休
業

中
に
、
本
校
で
は
職
場
体
験
等
で
お

世
話
に
な
っ
て
い
る
地
域
の
エ
ッ
セ

ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
方
々
に
、
応

援
と
感
謝
の
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
立
ち
上
げ
た
。

記
事
で
コ
ロ
ナ
の
現
場
知
る

　

分
散
登
校
時
に
、
今
の
日
本
の
状

小浜市立小浜第二
中学校　校長

加福　秀樹

か
ら
地
域
の
課
題
を
深
く
学
ぶ
だ
け

で
な
く
、
そ
れ
が
日
本
全
体
の
課
題

で
あ
る
こ
と
に
も
気
付
く
こ
と
が
で

き
た
。

地
域
の
人
と
の
対
話
か
ら
学
ぶ

　

こ
の
社
会
科
の
実
践
が
、
総
合
的

の
カ
タ
チ
」
を
提
言
。
各
テ
ー
マ
に

造
詣
の
深
い
地
域
の
方
々
を
招
き
、

生
徒
の
提
言
に
対
し
て
率
直
な
指

摘
・
助
言
を
い
た
だ
い
た
。
生
徒
は

意
見
交
流
を
通
じ
自
分
た
ち
の
考
え

る｢

未
来
の
カ
タ
チ｣

を
深
め
て
い

っ
た
。

況
を
確
認
し
た
上
で
、
四
つ
の
新
聞

記
事
を
紹
介
し
た
。
命
が
け
で
働
く

医
療
従
事
者
、
差
別
・
偏
見
を
受
け

な
が
ら
も
働
く
配
送
業
者
、
感
染
拡

大
を
防
ぐ
た
め
に
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
等

で
工
夫
を
行
う
小
売
業
者
と
飲
食
業

者
に
関
す
る
記
事
を
全
校
生
徒
に
読

ま
せ
た
。
生
徒
た
ち
は
四
つ
の
業
種

の
苦
悩
や
状
況
な
ど
を
真
剣
な
表
情

で
読
み
取
っ
て
い
た
。

　

翌
週
、
生
徒
た
ち
は
各
々
１
業
種

を
選
択
し
付
箋
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書

い
た
。
一
気
に
書
き
上
げ
た
り
、
じ

っ
く
り
考
え
て
言
葉
を
絞
り
出
し

た
り
、
ど
の
生
徒
も
表
情
は
真
剣

で
「
今
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
」
を

果
た
そ
う
と
使
命
感
に
満
ち
て
い
た
。

芸
術
部
が
イ
ラ
ス
ト
を
描
い
た
４
枚

な
げ
る
橋
渡
し
と
し
て
効
果
的
で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
今
後

は
、
記
事
か
ら
「
地
域
を
深
く
学

ぶ
」「
地
域
人
材
と
の
対
話
」
を
さ

ら
に
進
め
、
新
聞
活
用
を
通
し
て
生

徒
の
「
地
域
参
画
」
ま
で
踏
み
込
め

る
実
践
を
目
指
し
た
い
。

け
て
く
れ
た
の
が
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
送
っ
た
先
の
飲
食
業
の
方
だ
っ
た
。

学
校
の
た
め
に
何
か
お
返
し
で
き
な

い
か
と
考
え
て
く
れ
た
。

　

ま
た
秋
に
は
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送

っ
た
公
立
病
院
の
院
長
は
生
徒
た
ち

の
職
場
体
験
が
で
き
な
い
こ
と
を
知

り
、「
医
療
従
事
者
の
仕
事
を
知
っ

て
ほ
し
い
」
と
話
を
持
ち
か
け
て
く

れ
た
。
院
長
自
ら
が
調
整
を
つ
け
、

院
内
で
働
く
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
別
の

ブ
ー
ス
を
本
校
に
設
け
、
仕
事
の
紹

介
を
し
て
く
れ
た
。

学
校
と
地
域
が
心
で
つ
な
が
る

　

生
徒
た
ち
は
「
仕
事
に
誇
り
を
持

っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
」「
チ
ー

ム
医
療
で
団
結
し
て
い
る
こ
と
を
知

っ
た
」「
私
も
医
療
従
事
者
に
な
る

の
が
夢
だ
」「
感
謝
し
て
病
院
を
利

用
し
た
い
」
な
ど
、
仕
事
の
魅
力
を

学
ん
だ
。
そ
し
て
こ
の
企
画
が
評
判

を
呼
び
、
地
域
内
外
の
中
学
校
に
も

広
が
り
を
見
せ
た
。

　

地
域
と
の
つ
な
が
り
が
、
年
度
を

ま
た
い
で
今
年
の
委
員
会
で
受
け
継

が
れ
た
。
生
徒
が
地
域
貢
献
活
動
を

企
画
し
て
、
先
日
、
病
院
の
周
辺
の

清
掃
活
動
を
行
っ
た
ば
か
り
だ
。
１

年
前
に
新
聞
記
事
か
ら
学
ん
だ
こ
と

を
き
っ
か
け
に
、 

今
も
生
徒（
学
校
）

と
地
域
が
心
で
つ
な
が
っ
て
い
る
。

働
く
人
に
感
謝
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
模
造
紙
に
、
全
校
生
徒
約
４
２
０

人
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
分
け
て
貼
り
付

け
た
。

　

市
内
４
業
種
の
方
々
に
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
届
け
た
と
こ
ろ
、
い
ず
れ
も
大

変
喜
ん
で
も
ら
っ
た
。
特
に
配
送
業

者
さ
ん
に
電
話
を
す
る
と
「
涙
が
出

そ
う
だ
」
と
喜
ば
れ
た
。
現
場
で
は

相
当
ひ
ど
い
扱
い
を
受
け
、
辛
い
思

い
を
し
て
い
る
配
送
員
が
多
い
と
の

こ
と
だ
っ
た
。

　

後
日
、
各
業
種
の
方
々
か
ら
御
礼

の
手
紙
や
品
を
い
た
だ
き
恐
縮
し
た
。

配
送
業
者
の
方
々
の
御
礼
に
は
目
頭

が
熱
く
な
っ
た
。「
配
送
員
の
励
み

に
な
り
、
勇
気
を
も
ら
っ
た
」
と
知

ら
さ
れ
全
校
で
喜
ん
だ
。
本
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
、
生
徒
た
ち
が
心
の
学
び

を
深
め
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。

　

そ
の
後
、
夏
季
休
業
短
縮
で
給
食

配
給
が
滞
っ
た
時
に
、
真
っ
先
に
助

　

い
ず
れ
の
実
践
に
お
い
て
も
、
生

徒
の
授
業
前
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

を
見
る
と
、「
地
域
貢
献
へ
の
意
識
」

に
つ
い
て
プ
ラ
ス
の
変
容
が
見
ら
れ

た
。

　

新
聞
活
用
は
、
生
徒
の
学
び
と
地

域
社
会
や
そ
こ
で
生
き
る
人
々
を
つ

な
学
習
の
時
間
で
の
「
妙
高
の
将
来

を
語
る
会
」
に
結
び
付
い
た
。
総
合

で
は
、
地
域
に
関
わ
る
過
去
の
新
聞

記
事
を
収
集
し
、
魅
力
や
課
題
を
再

発
見
し
た
。
そ
れ
ら
を
も
と
に
、
生

徒
は
「
観
光
」
や
「
土
地
活
用
」
な

ど
テ
ー
マ
ご
と
に
、
地
域
の
「
未
来

配送業者の方々からの御礼の写真
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勝山市立勝山中部
中学校　校長

道関　直哉

　

Ｎ
Ｉ
Ｅ
な
ら
で
は
の
教
育
効
果
は
、

新
聞
の
持
つ
発
信
力
を
借
り
て
子
ど

も
達
の
活
動
を
広
く
周
知
で
き
る
こ

と
で
あ
る
。
記
事
と
し
て
新
聞
に
掲

載
さ
れ
る
こ
と
は
活
動
の
理
解
者
を

増
や
す
だ
け
で
な
く
、
児
童
・
生
徒

の
自
尊
感
情
や
、
教
職
員
の
意
欲
、

保
護
者
や
地
域
の
学
校
へ
の
信
頼
感

を
高
め
る
。

　

こ
の
考
え
か
ら
２
０
１
２
年
の
Ｎ

Ｉ
Ｅ
全
国
大
会
（
福
井
大
会
）
で
は
、

地
域
を
良
く
す
る
中
学
生
の
活
動
を
、

積
極
的
に
新
聞
社
に
情
報
提
供
す
る

実
践
を
「
発
信
す
る
Ｎ
Ｉ
Ｅ
」
と
題

し
て
紹
介
し
た
。

地
元
の
魅
力
や
改
善
策
発
信

　

校
長
と
な
っ
た
現
在
も
、
こ
の
考

え
に
変
わ
り
は
な
く
、
新
学
習
指
導

要
領
の
「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課

程
」
の
先
取
り
だ
と
自
負
し
て
い
る
。

現
在
は
「
新
聞
を
活
用
し
た
持
続
発

展
教
育
（
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
Ｄ
）」
と
銘
打

っ
て
校
長
会
等
で
効
用
を
紹
介
し
て

い
る
。
持
続
発
展
教
育
（
Ｅ
Ｓ
Ｄ
）

に
新
聞
を
使
っ
た
り
、
記
事
か
ら
学

ん
だ
地
域
の
魅
力
や
改
善
策
を
発

信
し
た
り
す
る
Ｎ
Ｉ
Ｅ
実
践
と
し
て
、

昨
年
度
か
ら
は
市
内
全
小
中
学
校
が

進
め
て
い
る
。
一
端
を
紹
介
す
る
。

　

中
学
生
に
よ
る
河
川
清
掃
は
伝
統

的
な
活
動
と
し
て
継
続
し
て
き
た
。

し
か
し
、
こ
の
伝
統
は
「
ご
み
が
な

く
な
ら
な
か
っ
た
伝
統
」
で
も
あ
る

と
考
え
、
生
徒
た
ち
は
拾
う
だ
け
で

な
く
、
捨
て
さ
せ
な
い
方
法
を
考
え

た
。
ご
み
を
分
析
し
、
捨
て
る
人
に

呼
び
か
け
る
活
動
を
計
画
。
分
析

の
結
果
、
缶
類
は
ビ
ー
ル
缶
が
多
く
、

ビ
ニ
ー
ル
類
は
農
業
系
の
ご
み
が
多

い
こ
と
を
見
つ
け
「
犯
人
は
大
人
で

あ
る
」
と
結
論
付
け
て
、
農
協
や
市

役
所
な
ど
関
係
機
関
に
自
分
た
ち
の

解
決
策
を
提
案
し
た
。
こ
の
様
子
は

「
子
ど
も
か
ら
大
人
へ
の
発
信
」
と

し
て
新
聞
に
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、

中
学
生
の
声
が
社
会
に
届
く
喜
び
を

野
菜
の
普
及
に
児
童
が
参
画
。
か
る

た
や
絵
は
が
き
の
作
成
・
販
売
を
通

し
て
地
域
の
良
さ
を
学
ぶ
様
子
が
新

聞
記
事
に
な
り
発
信
さ
れ
た
。
こ
の

結
果
、
学
校
の
活
動
趣
旨
を
地
域
と

共
有
で
き
、
学
年
別
に
共
通
の
活
動

計
画
を
立
て
、
学
習
は
学
校
で
、
販

売
や
体
験
活
動
は
地
域
が
行
う
よ
う

に
役
割
分
担
が
進
ん
だ
。

実
感
し
た
。

　

福
井
県
立
恐
竜
博
物
館
を
生
か
し

た
地
域
の
活
性
化
案
を
提
案
す
る
活

動
で
は
、
記
事
か
ら
先
行
事
例
を
見

つ
け
具
体
的
な
プ
ラ
ン
を
市
に
提
案

し
た
。
市
長
か
ら
は
中
学
生
な
り
の

活
動
を
進
め
る
よ
う
に
と
予
算
が
つ

き
、
恐
竜
イ
ラ
ス
ト
と
町
名
を
入
れ

た
ス
テ
ッ
カ
ー
を
作
り
販
売
し
た
。

生
き
生
き
と
活
動
す
る
生
徒
の
姿
も

新
聞
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
地
元
を
Ｐ

Ｒ
す
る
活
動
は
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
や

エ
コ
バ
ッ
グ
へ
と
形
を
変
え
て
継
承

さ
れ
た
。

地
域
と
の
連
携
か
ら
協
働
へ

　

校
長
と
し
て
勤
務
し
た
小
学
校
で

は
、
地
域
が
進
め
る
炭
焼
き
や
伝
統
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Ｅ
Ｓ
Ｄ
教
育
に
新
聞
を
活
用
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郷
土
を
知
り
表
現
力
を
高
め
る

　

本
校
は
長
崎
県
の
離
島
で
あ
る
対

馬
に
位
置
す
る
学
校
で
あ
る
。
２
０

２
０
年
３
月
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

「
新
聞
を
毎
日
読
む
」「
時
々
読
む
」

生
徒
は
６
・
４
％
で
あ
り
、
普
段
か

ら
新
聞
を
読
む
環
境
に
あ
る
と
は
言

い
難
い
。
し
か
し
同
時
に
75
・
５
％

が
「
対
馬
や
世
の
中
の
こ
と
に
関
心

が
あ
る
」
と
答
え
て
い
る
。
Ｎ
Ｉ
Ｅ

活
動
の
重
要
性
を
感
じ
な
が
ら
、
総

合
的
な
探
究
の
時
間
で
の
新
聞
活
用

の
ほ
か
、
各
教
科
や
生
徒
指
導
部
と

の
連
携
な
ど
、
横
断
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

意
見
文
へ
の
抵
抗
感
が
減
る

　

な
か
で
も
定
着
し
た
活
動
と
な
っ

て
い
る
の
は
、
週
１
回
の
Ｔ
Ｎ
Ｔ

（
対
高
Ｎ
Ｉ
Ｅ
タ
イ
ム
）
で
、
朝
読

書
の
時
間
に
新
聞
記
事
プ
リ
ン
ト
を

配
布
し
て
い
る
。
よ
り
効
果
的
な
も

の
と
な
る
よ
う
、「
視
写
」
→
「
ポ

イ
ン
ト
の
線
引
き
と
タ
イ
ト
ル
付

け
」
→
「
根
拠
を
明
ら
か
に
し
て
賛

否
ど
ち
ら
か
の
立
場
か
ら
意
見
文
を

書
く
」
と
、
時
期
に
応
じ
て
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
さ
せ
て
い
る
。

　

ま
た
、
数
回
に
一
度
生
徒
の
実
践

例
を
紹
介
し
、
他
者
の
視
点
を
共
有

し
て
い
る
。
教
員
が
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
で
記
事
を
選
定
す
る
の
で
、
対
馬

の
ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
や
渡
来
仏
の
郷

土
に
関
す
る
記
事
な
ど
、
バ
ラ
エ
テ

ィ
ー
に
富
む
。

　

前
述
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
意
見

文
を
書
く
活
動
を
79
・
8
％
が
「
た

め
に
な
っ
た
」
と
答
え
、
自
由
記
述

で
は
「
新
聞
を
読
む
こ
と
で
知
識
が

深
ま
っ
た
」
と
書
く
生
徒
も
見
受
け

ら
れ
た
。
活
動
へ
の
意
識
が
高
ま
り
、

意
見
を
一
定
量
書
く
こ
と
へ
の
抵
抗

感
も
減
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

島
の
課
題
を
学
級
新
聞
に

　

本
校
は
県
内
初
の
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク

ー
ル
認
定
校
で
、
そ
の
一
環
と
し
て
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総
合
的
な
探
究
の
時
間
に
「
Ｅ
Ｓ
Ｄ

対
馬
学
」
を
実
施
し
、
１
年
生
の
２

学
期
に
郷
土
の
課
題
に
つ
い
て
ま
と

め
る
新
聞
制
作
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

全
体
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
後
、
次
の
活

類
す
る
。
③
記
事
を
選
別
し
、
そ
の

分
野
に
お
け
る
特
徴
や
問
題
点
を
絞

り
込
み
、「
対
馬
の
抱
え
る
問
題
点
」

を
考
察
す
る
。
④
記
事
の
配
置
や
見

出
し
を
考
え
、
下
書
き
→
記
事
の
貼

い
た
。
Ｎ
Ｉ
Ｅ
は
郷
土
や
世
の
中
の

課
題
を
知
り
探
究
す
る
姿
勢
を
養
う

た
め
に
有
効
だ
。
生
徒
が
主
体
的
に

活
動
で
き
る
よ
う
、
工
夫
し
な
が
ら

指
導
し
て
い
き
た
い
。

り
付
け
→
問
題
点
の
指
摘
・
考
察
を

書
き
、
新
聞
を
完
成
さ
せ
る
。

　

活
動
を
通
し
て
「
じ
っ
く
り
新
聞

を
読
む
機
会
を
持
ち
、
協
働
し
な
が

ら
活
動
で
き
た
」
と
述
べ
る
生
徒
も

毎日新聞東京本社
社会部

川崎　桂吾

コ
ロ
ナ
禍
の
デ
マ
か
ら
考
え
る

新
聞
の
「
今
」

　

新
聞
各
社
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
巡
る
ニ
ュ
ー
ス
を
日
々
報
じ
て

い
る
。
感
染
者
の
特
定
に
つ
な
が
る
報
道
を
控
え
、
真
偽
不
明
な
情
報
の
事

実
確
認
に
努
め
る
な
ど
、
差
別
や
偏
見
を
生
ま
な
い
よ
う
注
意
を
払
っ
て
い

る
。
コ
ロ
ナ
報
道
の
現
場
に
い
る
記
者
の
思
い
を
寄
稿
い
た
だ
い
た
。

　
「
感
染
者
の
家
に
石
が
投
げ
込
ま

れ
た
」。
新
型
コ
ロ
ナ
の
第
１
波
が

襲
来
し
て
い
た
こ
ろ
、
感
染
が
確
認

さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
ま
だ
ま
れ
だ
っ
た

地
方
で
は
、
こ
ん
な
う
わ
さ
を
耳
に

し
た
こ
と
が
あ
る
人
も
多
い
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　

私
は
こ
の
う
わ
さ
の
真
偽
を
追
い

か
け
、
２
０
２
０
年
12
月
31
日
付
の

毎
日
新
聞
社
会
面
に
「
恐
れ
が
生
ん

だ
幻
の
投
石
」
と
い
う
記
事
を
書
い

た
。
取
材
の
経
験
か
ら
「
コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
偏
見
」 

に
つ
い
て
考
え
た
い
。

恐
れ
が
生
み
出
し
た
「
幻
」

　

最
初
に
投
石
の
う
わ
さ
を
耳
に
し

た
時
は
「
あ
り
得
る
」
と
感
じ
た
。

感
染
症
に
伴
う
差
別
は
過
去
に
も
繰

り
返
さ
れ
て
き
た
し
、
医
療
従
事
者

へ
の
嫌
が
ら
せ
も
問
題
に
な
っ
て
い

た
。
被
害
者
に
聞
け
れ
ば
、
大
き
な

ニ
ュ
ー
ス
に
な
る
と
思
っ
た
。

　

調
べ
始
め
る
と
、
各
地
で
似
た
よ

う
な
話
が
あ
っ
た
。
た
だ
、
伝
聞
ば

か
り
で
取
材
の
取
っ
か
か
り
が
つ
か

め
な
い
。
唯
一
、
う
わ
さ
の
出
元
を

追
え
そ
う
だ
っ
た
の
が
、
２
０
２
０

年
４
月
の
三
重
県
の
事
例
だ
っ
た
。

知
事
が
公
の
場
で
「
感
染
さ
れ
た
方
、

家
族
の
家
に
石
を
投
げ
た
り
す
る
被

害
も
あ
る
と
聞
い
て
い
る
」
と
発
言

し
て
い
た
か
ら
だ
。

　

結
論
か
ら
言
え
ば
、
投
石
の
事
実

は
な
か
っ
た
。
地
元
の
警
察
署
は

「
そ
ん
な
事
実
は
な
い
」
と
断
言
し
、

家
に
石
を
投
げ
ら
れ
た
と
さ
れ
る
当

事
者
の
男
性
も
「
感
染
し
た
こ
と
以

外
は
全
て
で
た
ら
め
で
す
」
と
話
し

た
。
む
し
ろ
近
所
の
人
た
ち
か
ら
は

心
配
さ
れ
、
家
の
見
回
り
を
申
し
出

て
く
れ
る
人
も
い
た
と
い
う
。

　

こ
の
１
例
を
持
っ
て
、
全
国
で
広

ま
っ
た
う
わ
さ
が
全
て
「
デ
マ
」
だ

っ
た
と
は
断
言
で
き
な
い
。
し
か

し
、
そ
の
後
、
当
事
者
の
証
言
が
出

て
こ
な
い
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
ほ
と

ん
ど
は
人
々
の
恐
れ
が
生
み
出
し
た

「
幻
」
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

記
事
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
集
団
感

染
が
発
生
し
た
島
根
県
の
高
校
も
取

り
上
げ
た
。
発
生
当
初
は
誹ひ

謗ぼ
う

中
傷

の
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
が
、
そ
の

こ
と
が
報
じ
ら
れ
る
と
、
全
国
か
ら

激
励
の
手
紙
や
差
し
入
れ
が
届
き
だ

し
た
と
い
う
。
校
長
は
「
批
判
の
声

は
全
体
か
ら
見
れ
ば
、
１
割
に
も
満

た
な
か
っ
た
」
と
話
し
た
。

偏
見
に
「
ひ
び
」
入
れ
る

　

と
か
く
メ
デ
ィ
ア
は
「
負
の
側

面
」
で
時
代
を
切
り
取
り
が
ち
だ
。

よ
り
刺
激
的
で
、「
分
か
り
や
す
い

ニ
ュ
ー
ス
」
が
求
め
ら
れ
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ

時
代
に
な
っ
て
、
そ
の
傾
向
は
強
ま

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
傾

向
は
、
実
態
以
上
に
悲
観
的
な
社
会

観
を
人
々
に
植
え
付
け
て
は
い
な
い

だ
ろ
う
か
。
言
い
換
え
れ
ば
、「
世

の
中
と
は
ひ
ど
い
も
の
だ
」
と
い
う

別
の
「
偏
見
」
を
強
め
て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
医
療
従
事
者

や
商
店
へ
の
嫌
が
ら
せ
が
相
次
い
だ

こ
と
は
事
実
だ
。
人
々
の
間
で
は
不

安
が
は
び
こ
り
、
分
断
も
生
ま
れ
た
。

そ
れ
を
伝
え
、
苦
し
む
人
々
へ
の
支

援
を
模
索
す
る
必
要
も
あ
る
。
た
だ
、

そ
れ
は
事
態
の
一
つ
の
側
面
で
あ
り
、

現
実
は
も
っ
と
多
様
だ
。
投
石
の
う

わ
さ
を
立
て
ら
れ
た
人
が
近
所
の
人

の
優
し
さ
に
触
れ
た
り
、
誹
謗
中
傷

の
あ
っ
た
高
校
に
激
励
の
手
紙
が
届

い
た
よ
う
に
、
こ
ん
な
時
代
に
も
誰

か
を
か
ば
う
誰
か
が
い
る
。

　

人
が
生
き
て
い
る
限
り
偏
見
か
ら

自
由
に
な
る
こ
と
は
難
し
い
。
た

だ
、
自
由
に
な
ろ
う
と
す
る
努
力
は

で
き
る
。
新
聞
の
役
割
も
そ
こ
に
あ

り
、
記
事
で
は
コ
ロ
ナ
禍
の
別
の
側

面
を
伝
え
た
か
っ
た
。
ど
れ
だ
け
刺

激
的
で
分
か
り
や
す
い
ニ
ュ
ー
ス
が

も
て
は
や
さ
れ
る
時
代
に
な
ろ
う
と

も
、
あ
ら
ゆ
る
偏
見
に
「
ひ
び
」
を

入
れ
続
け
る
メ
デ
ィ
ア
で
あ
り
た
い

と
思
う
。

動
を
実
施
し
た
。
①
４
～
６
人
の
班

で
地
域
が
抱
え
る
課
題
に
つ
い
て
の

記
事
を
探
し
て
読
む
。
②
記
事
を
も

と
に
班
で
環
境
・
観
光
な
ど
テ
ー
マ

を
設
定
し
、
分
野
ご
と
に
記
事
を
分
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◦新潟県
海老名　崇
（えびな・たかし）
❶新発田市立第一中学校
❷社会　❸３年
❹職場体験で学んだことと

職業観や勤労観に関する新聞記事を比較
することで、キャリアプランニング能力
を高めることができる。

◦新潟県
岡村　範雄
（おかむら・のりお）
❶上越市立三和中学校
❷国語　❸１年
❹情報とはゆで卵のような

ものであり、切り口や時間によって大き
く姿を変える。複数の記事に触れること
でその真の姿に迫らせたい。

◦新潟県
井上　北斗
（いのうえ・ほくと）
❶小千谷市立小千谷中学校
❷社会　❸11年
❹子どもの生活経験に関わ

りの深い記事を活用し、「新聞記事から
自らの課題を探る」ことができるように
工夫している。

◦長野県
宮坂　正議
（みやさか・まさのり）
❶長野県松本県ケ丘高等学校
❷地歴公民　❸11年
❹新聞づくりや取材活動を

通して生徒が実社会と関わり、学習内容
が生き生きとしたものとして感じられる
よう取り組んできた。

◦新潟県
泉　実
（いずみ・みのる）
❶上越市立保倉小学校
❷社会　❸10年
❹コロナ禍でさまざまな憶

測やデマが飛び交う中、新聞や ICT 機
器を活用し、多角的な視点から真実を見
極める児童の育成を目指している。

◦長野県
西沢　博美
（にしざわ・ひろみ）
❶松本市立波田小学校
❷全科（主に社会）
❸15年

❹身近な地域の話題に興味や関心を持っ
てもらうために新聞を活用。記事を通し
て、さまざまな考え方を持ち、広げるこ
とが大切である。

◦富山県
吉川　真理
（よしかわ・まり）
❶富山県東部教育事務所
❷国語　❸２年
❹記事をきっかけにさまざ

まな事象に関心を持つことができるよう、
新聞トークや新聞日記等、関わり方を工
夫して継続することである。

◦兵庫県
井上　幸史
（いのうえ・こうじ）
❶姫路市立豊富小中学校
❷全科　❸17年
❹情報を活用するとは、例

えるなら食材の調理。「つくるとつかう」  
をイメージし、さまざまな新聞レシピを
試していくことが大切である。

◦富山県
島瀨　武夫
（しませ・たけお）
❶富山県東部教育事務所
❷社会　❸10年
❹政治・経済、人権問題等

を中心に、新聞を毎朝確認して記事を収
集し、深い学びに生かす手立てを検討す
ることである。

◦長崎県
清家　知子
（せいけ・ともこ）
❶長崎県立長崎西高等学校
❷国語　❸３年
❹生徒や学校、地域の課

題・ニーズを踏まえて目標を立て、生徒
自身が紙面を読んで記事を選び、活用す
る取り組みを意識している。

◦和歌山県
宮脇　隼
（みやわき・じゅん）
❶和歌山大学教育学部附属小学校
❷国語　❸３年
❹子どもが興味関心を持つ

◦兵庫県
渋谷　仁崇
（しぶたに・よしたか）
❶西宮市立浜脇中学校
❷社会　❸16年
❹生徒一人一人が週に一つ

ような記事を選び、子どもと新聞の距離
を縮めるための工夫をする。

以上気になった記事をまとめるとともに
授業で発表している。各新聞社と交流し、
学校行事を記事に取りあげてもらう。

◦新潟県
猪股　快門
（いのまた・よしと）
❶佐渡市立小木小学校
❷総合的な学習の時間、社
会等　❸17年

❹子どもたちの身の回りにある事象と新
聞記事を結び付け、身近なことが世の中
と直結していることを実感させる。

◦新潟県
小池　修
（こいけ・おさむ）
❶上越市立和田小学校
❷社会　❸１年
❹時事問題について複数の

記事を比較することで、与えられた情報
を妄信せず、社会的事象を多角的に捉え
る力を身に付けること。

◦新潟県
髙澤　元
（たかさわ・はじめ）
❶新発田市立御免町小学校
❷全科　❸６年
❹児童が人の思いや生き方

を学ぶことができるような記事をストッ
クし、一つもしくは複数の記事を組み合
わせて教材化している。

◦群馬県
森下　千秋
（もりした・ちあき）
❶大泉町立東小学校
❷全科　❸１年
❹はがき新聞を作っている。

新聞記者になりきることで、相手意識を
持った読みやすい文章作りにつながるよ
うな活動を目指している。

◦埼玉県
黒澤　孝祥
（くろさわ・こうしょう）
❶埼玉県立久喜工業高等学校
❷工業　❸10年
❹「ものづくり技術者を育

む NIE」が実践の基軸。現場で活用で
きる語

ご
彙

い
力や読解力、望ましい職業観・

倫理観などを育んでいる。

◦静岡県
小川　訓靖
（おがわ・のりやす）
❶静岡市立清水三保第二小学校
❷全科　❸３年
❹子どもの知的好奇心を揺

さぶったり、既習事項や生活経験とつな
げたりするツールとしての新聞の有効性
を探っている。
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◦栃木県
山口　哲男
（やまぐち・てつお）
❶栃木県立宇都宮白楊高等学校
❷国語　❸22年
❹自己の特質と社会的課題

を関連付け、経験や知識の意味の自覚化
により、社会的事象を価値付けし直す機
会となるよう図っている。

◦群馬県
小須田美枝子
（こすだ・みえこ）
❶太田市立北の杜学園
❷国語　❸２年
❹新聞に「親しむ、触れる、

活用する」を合言葉としている。俳句、
短歌、随筆などの投稿を通して、思考力、
表現力の向上と自信につなげる。

◦栃木県
川村　滋
（かわむら・しげる）
❶元宇都宮市立宮の原小学校
❷全科　❸９年
❹一つの新聞記事から子ど

もは変わり、学び始める。そんな新聞と
の出合いを生む授業を創りたい。新聞は、
学びをひらく生きた教材。

◦宮城県
三嶋　廣人
（みしま・ひろと）
❶宮城県宮城第一高等学校
❷理科（化学）　❸６年
❹実社会や実生活の複雑な

文脈の中で知識を活用し、自己の在り方、
生き方と関連付けて思考・判断できるよ
うな記事を選ぶこと。

◦栃木県
阿部　浩明
（あべ・ひろあき）
❶茂木町立逆川小学校
❷社会　❸４年
❹主権者教育との関連から、

新聞記事を通して社会的事象に関心を持
ち、意見交換しながら、自分の考えを持
てるよう促している。

◦栃木県
山田　暁文
（やまだ・あきふみ）
❶栃木市立大平中央小学校
❷全科　❸10年
❹教室で新聞を読むように

している。すると子どもは一緒に新聞を
読むようになる。私の朝のルーティンで
ある。

◦宮城県
鈴木　理恵
（すずき・りえ）
❶仙台城南高等学校
❷英語　❸５年
❹校内で NIE 委員が新聞

記事をスクラップする。気になった記事
はデータベース等で調べ、プレゼンテー
ションの形で発表している。

◦宮城県
佐藤　慶一
（さとう・けいいち）
❶仙台市立泉松陵小学校
❷全科　❸２年
❹児童が進んで新聞を活用

する特別活動を考える。社会科の授業で、
既習事項と時事的な事象の関連を教材と
する。



NIEアドバイザー紹介
　❶学校名　❷担当教科　❸NIE 実践歴
　❹新聞を活用するうえでの工夫を一言

（敬称略）

◇
第
26
回
Ｎ
Ｉ
Ｅ
全
国
大
会
札
幌
大
会
は
オ
ン

ラ
イ
ン
開
催
に
、
第
28
回
は
松
山
市
で
開
催

　

札
幌
市
で
開
催
す
る
第
26
回
Ｎ
Ｉ
Ｅ
全
国
大

会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
、
現
地
に
参
集
す
る
形
で
は
な
く
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
の
み
の
開
催
方
法
に
変

更
と
な
り
ま
し
た
。
８
月
16
日
に
全
体
会
を
ラ

イ
ブ
配
信
し
、
終
了
後
に
分
科
会
の
動
画
と
と

も
に
11
月
30
日
ま
で
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
し
ま

す
。
詳
細
は
Ｎ
Ｉ
Ｅ
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（https://

nie.jp/conference/

）
参
照
。

　

第
27
回
は
２
０
２
２
年
８
月
４
、
５
の
両
日
、

宮
崎
市
で
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
第
28
回
Ｎ
Ｉ

Ｅ
全
国
大
会
を
23
年
８
月
３
、
４
の
両
日
に
松

山
市
で
開
催
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

◇
21
年
度
実
践
指
定
校
に
５
４
１
校

　

新
聞
協
会
は
、
全
国
の
Ｎ
Ｉ
Ｅ
推
進
協
議
会

か
ら
推
薦
さ
れ
た
５
４
１
校
を
２
０
２
１
年
度

Ｎ
Ｉ
Ｅ
実
践
指
定
校
に
認
定
し
ま
し
た
。
実
践

期
間
は
原
則
２
年
間
。
指
定
校
ご
と
に
配
達
可

能
な
一
般
日
刊
紙
を
一
定
期
間
購
読
で
き
、
購

読
料
は
新
聞
協
会
と
各
新
聞
社
が
負
担
し
ま
す
。

ま
た
、
14
道
県
の
Ｎ
Ｉ
Ｅ
推
進
協
議
会
で
は
独

自
認
定
校
と
し
て
計
57
校
を
認
定
し
ま
し
た
。

◇
第
12
回
「
い
っ
し
ょ
に
読
も
う
！
新
聞
コ
ン

ク
ー
ル
」
作
品
募
集
中
！

　

新
聞
協
会
は
、
気
に
な
っ
た
記
事
に
つ
い
て

家
族
や
友
達
と
話
し
合
っ
た
上
で
、
感
想
や
意
見

を
書
い
て
応
募
す
る
コ
ン
ク
ー
ル
の
作
品
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
小
中
高
校
生
が
対
象
で
、
締

め
切
り
は
９
月
８
日
（
水
）
必
着
。
詳
細
は
Ｎ

Ｉ
Ｅ
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（https://nie.jp/m

onth/ 

contest_new
spaper/2021/

）
参
照
。

◇
Ｎ
Ｉ
Ｅ
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
中
学
校
編
を
刊
行

　

新
聞
協
会
は
、
新
学
習
指
導
要
領
の
中
学
校

で
の
全
面
実
施
に
合
わ
せ
「
新
聞
で
授
業
が

変
わ
る　

Ｎ
Ｉ
Ｅ
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
中
学
校
編
」

（
写
真
）
を
刊
行
し
ま
し
た
。
全
国
の
実
践
経

験
豊
富
な
教
師
が
執
筆
し
た
授
業
計
画
を
ぜ
ひ
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

Ａ
４
判
76
ペ
ー
ジ
、
定
価
４
９
５
円
（
税
込

み
・
送
料
別
）。
購
入
を
ご
希
望
の
場
合
は
新

聞
協
会
経
理
担
当
（
０
３
・
３
５
９
１
・
３
４

６
９
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
「
Ｎ
Ｉ
Ｅ
は
じ
め
の
一
歩
」 

動
画
を
公
開
中

　

新
聞
協
会
は
、
こ
れ
か
ら
新
聞
活
用
を
始
め

る
先
生
に
向
け
た
動
画
を
公
開
し
て
い
ま
す

（https://nie.jp/teacher/

）。
Ｎ
Ｉ
Ｅ
へ
の
理

解
が
深
ま
る
よ
う
理
論
編
と
実
践
編
の
２
本
立

て
で
関
口
修
司
Ｎ
Ｉ
Ｅ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が

解
説
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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「
新
聞
は
窓
と
ド
ア
」　
　

新
聞

は
世
界
や
社
会
を
見
ら
れ
る
「
窓
」、

記
事
は
情
報
を
得
ら
れ
る
「
ド
ア
」。

パ
ラ
パ
ラ
め
く
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な

窓
か
ら
眺
め
、「
ド
ア
」
を
見
つ
け

た
ら
中
に
入
っ
て
読
も
う
。
中
学
校

の
出
前
授
業
で
話
す
◆
「
新
聞
に
つ

い
て
詳
し
く
知
ろ
う
」　
　

記
事
を

書
い
て
見
出
し
を
付
け
よ
う
、
投
書

欄
を
読
ん
で
自
分
の
意
見
を
ま
と
め

よ
う
、
写
真
を
見
て
カ
メ
ラ
マ
ン
の

気
持
ち
を
読
み
取
ろ
う
。
小
学
校
で

は
教
科
書
で
は
な
く
、
新
聞
を
め
く

っ
て
学
び
が
進
む
◆
「
新
聞
は
面
白

く
て
、
役
に
立
つ
よ
」　
　

高
校
で

は
新
聞
か
ら
多
様
な
情
報
を
読
み
取

り
、
自
分
の
意
見
を
ま
と
め
た
り
討

論
し
た
り
し
な
が
ら
情
報
へ
の
接
し

方
や
扱
い
方
を
学
ぶ
。
新
聞
は
教
材

と
し
て
作
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
授

業
で
は
興
味
を
引
き
そ
う
な
タ
イ
ト

ル
を
つ
け
、「
問
い
」
を
設
け
、
楽

し
め
る
活
動
を
取
り
入
れ
な
が
ら
進

め
て
い
く
。
や
は
り
新
聞
は
め
く
ら

な
け
れ
ば
始
ま
ら
な
い
。

（
佐
賀
新
聞
社
・
多
久
島
文
樹
）

し
た
。
開
校
時
よ
り
生
徒
全
員
が
ｉ

Ｐ
ａ
ｄ
を
持
ち
学
習
に
活
用
し
て
お

り
、
校
内
全
域
で
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
を
利

用
で
き
る
環
境
が
あ
る
。
前
述
の
授

実
践
が
生
ま
れ
た
。

　

こ
う
し
た
授
業
の
中
で
は
教
科
を

問
わ
ず
汎
用
的
に
使
う
こ
と
が
で
き

る
「
探
究
ス
キ
ル
」
の
向
上
を
目
指

　

本
校
で
は
「
新
聞
を
活
用
す
る
こ

と
で
、
学
校
図
書
館
の
校
内
情
報
ハ

ブ
と
し
て
の
機
能
を
向
上
さ
せ
、
総

合
的
な
探
究
の
時
間
と
各
教
科
の
連

携
を
深
め
る
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、

２
年
間
の
Ｎ
Ｉ
Ｅ
実
践
に
取
り
組
ん

だ
。
例
え
ば
国
語
で
は
、
同
日
の
異

な
る
新
聞
の
一
面
や
、
同
一
の
で
き

ご
と
に
つ
い
て
の
異
な
る
記
事
の
読

み
比
べ
を
通
し
て
、
情
報
の
伝
え

方
・
伝
わ
り
方
の
違
い
を
思
考
ツ
ー

ル
に
よ
っ
て
分
析
す
る
メ
デ
ィ
ア
リ

テ
ラ
シ
ー
の
授
業
。
英
語
で
は
、
フ

ェ
ア
ト
レ
ー
ド
に
関
す
る
記
事
を
ク

リ
テ
ィ
カ
ル
に
読
み
、
Ｋ
Ｊ
法
で
疑

問
点
を
ま
と
め
る
授
業
な
ど
多
彩
な

  

Ｎ
Ｉ 

Ｅ

　 

あ 

れ 

こ 

れ

事
務
局
長
か
ら
一
言

る
開
放
的
な
図
書
空
間　
　

子
供
の

感
性
や
創
造
性
を
育
む
に
は
最
適
な

環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

　

1
人
1
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
活

用
は
２
０
１
４
年
の
開
校
時
か
ら
行

わ
れ
て
い
る
。
デ
ー
タ
検
索
し
た
新

聞
記
事
か
ら
「
５
Ｗ
２
Ｈ

0

0

」
の
要
素

を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
タ
ッ
チ
ペ
ン
な

ど
で
記
入
し
、
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し

て
発
表
す
る
授
業
を
見
学
し
た
。
そ

の
際
、
デ
ジ
タ
ル
機
器
を
手
際
よ
く

扱
う
生
徒
の
姿
に
驚
い
た
。

　

公
立
校
で
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
の

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
だ
が
、
未

来
の
学
校
教
育
の
あ
り
か
た
を
、
す

で
に
同
校
で
は
垣
間
見
る
こ
と
が
で

き
る
。（
鳥
取
県
Ｎ
Ｉ
Ｅ
推
進
協
議

会
事
務
局
長
・
和
田
進
）

業
の
事
例
に
お
い
て
も
、
Ｎ
Ｉ
Ｅ
実

践
指
定
校
へ
提
供
さ
れ
る
新
聞
紙
の

み
な
ら
ず
、「
朝
日
け
ん
さ
く
く
ん
」

等
の
教
育
用
新
聞
記
事
検
索
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
を
併
用
し
た
。
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
を
使
う
中
で
、
検
索
キ
ー
ワ
ー
ド

の
選
定
や
記
事
の
絞
り
込
み
を
行
っ

た
り
、
グ
ー
グ
ル
・
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー

ス
・
フ
ォ
ー
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル
を
活
用
し
て
、

授
業
内
で
使
用
す
る
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

の
配
信
や
回
収
を
し
た
り
と
、
情
報

活
用
能
力
の
育
成
に
も
つ
な
げ
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

世
の
中
の
動
き
を
俯ふ

瞰か
ん

し
短
時
間

で
一
覧
で
き
る
紙
の
新
聞
と
、
膨
大

な
過
去
の
新
聞
か
ら
特
定
の
テ
ー
マ

の
記
事
を
簡
単
に
検
索
し
取
捨
選
択

で
き
る
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、

双
方
の
利
点
を
併
用
す
る
こ
と
で
生

徒
が
効
率
的
に
調
べ
る
ス
キ
ル
を
高

め
た
よ
う
に
思
う
。

青
翔
開
智
中
学
校
・
高
等
学
校

教
諭　

横
井　

麻
衣
子

◎
鳥
取
県
鳥
取
市
／
校
長
：
織
田
澤 

博
樹
／
生
徒
数
：
２
６
５
人

◎
特
色
：
人
口
最
少
県
で
あ
る
鳥
取
県
に
２
０
１
４
年
に
開
校
し
た
併
設
型
中
高
一
貫

校
。
開
校
時
よ
り
1
人
1
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
と
校
内
全
域
に
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
を
完

備
。「
学
校
全
体
が
図
書
館
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
図
書
館
資

料
を
活
用
す
る
「
探
究
」
を
中
心
に
据
え
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
取
り
組
む
。
18
年
度

よ
り
文
部
科
学
省
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
指
定
。

　

青
翔
開
智
中
学
校
・
高
等
学
校
は
、

鳥
取
市
唯
一
の
私
立
中
高
一
貫
校
だ
。

美
術
館
の
よ
う
な
外
観
の
校
舎
、
中

央
の
吹
き
抜
け
か
ら
教
室
が
見
渡
せ

思考ツールを使って記事を分析する生徒

記事データベースで検索して読み解く生徒

NIEで
いきいき


